






て、どんな貨物

をどれだけ、ど

のような状態で

受け渡したかを

正確に確認する

仕事です。確認

した内容は、書

類に記録して提

出し、依頼主は

それを受け渡し

の証明や荷役の

進行状況の記録

として使います」。

「検数」のほか

に、荷物の重量

や容積を計測し

て記録する「検

量」、荷物が定め

られた規格に適

合しているかな

どを調べる「検査」も塚原さんたちの仕事だ。この現場はコン

テナに特化しているが、それ以外の検数業務では、鋼材輸出船

と自動車輸出船の業務が大きなウエイトを占めるという。

　社団法人日本貨物検数協会は、全国に10の支部と大小の貿易

港に50余りの事務所を置く。約1,500人の職員が港湾物流の最

前線で日本の貿易を正確にチェックしている。

「数を数えるだけではなく、正しい届け先に送り出すのも業務

のうちです。間違うとお客様の大切な荷物が別の国に行ってし

まうので気が抜けません」と塚原さん。関税は、検数人が証明

した数でかかる。一文字書き間違えただけでも違う荷物になる、

など神経を使う毎日だ。地道な仕事だけに頭が下がる思いがし

た。
（取材・文／東田  勉　写真／横山正次）

日本貨物検数協会検数人
塚原英智さん
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●東京都八王子市　恩田孝夫さん

　40年ほど前の青春時代、東北一周ひとり旅の折、宿代が無いので青森駅の青函連絡船待合室で夜を明かしました。

周囲から聞こえるおじいさんやおばあさんの会話は、本生の東北弁で半分も意味が分からず、でもおにぎりを分け

てくれたりして、沿線の魅力的な風土とともに強烈な思い出となりました。その５年後、北海道の新婚旅行には迷

わず、飛行機ではなく上野発の夜行列車で青函連絡船に乗り継ぐルートを選びました。鉄路の響き、連絡船の銅鑼、

舞うカモメたち…。たっぷりと時間が流れる鉄道や連絡船の旅を、妻はとても喜んでくれました。さらにその後、

仕事で北海道に出かけた時でも、帰京にはわざわざ連絡船と特急寝台を選ぶことが何度かあったものです。いま下

手なカラオケで石川さゆりさんの「津軽海峡冬景色」を口ずさむ時、人生の折節ごとに海峡を越えた私の青函連絡

船が蘇ってきます。ありがとう、青函連絡船。

　検数人という仕事をご存知だろうか。貿易貨物の積み込みや

陸揚げの際、荷物の個数、損傷の有無などを確認する仕事（検

数）を行う人のことだ。かつては港湾運送事業法に定めがあり、

検数人研修を受講し、認定総合試験に合格したうえ、国土交通

省地方運輸局が備える検数人登録簿に登録される必要があった。

規制緩和の一環として登録制度が廃止されたのは、平成17年の

法改正によるものだ。

　一口に荷物の個数を数えるといっても簡単ではない。輸出入

される船積貨物のすべてが対象となるため、なにしろ膨大な数

だ。主流を占めるコンテナ船だけを見ても、元旦以外の364日、

24時間出入りしている。現在、この業務を一手に引き受ける大

手２社のうちの１社、社団法人日本貨物検数協会の東京支部に

お願いして、現場を

見せていただいた。

　訪れたのは東京湾

の大井埠頭。見渡す

限り続くコンテナバ

ースに向かい合うよ

うに、船会社や荷役

会社の倉庫が連なる。

同社の課長補佐であ

る塚原英智さんは、

巨大な倉庫の一つで

検数作業の最中だっ

た。

「私たちが行ってい

るのは、船会社、荷

主、倉庫業者ほか各

位からの依頼を受け




